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終所属部局名 岩手医科大学医学部 呼吸器外科学講座 

職名 教授 
生年月日 1953 年 2 月 26 日 
  
学歴 
1979 年 3 月 東北大学医学部卒業 
1979 年 4 月 東北大学大学院医学研究科 博士課程入学 
1979 年 5 月 第 67 回医師国家試験合格（医籍登録 244325 号） 
1983 年 3 月 東北大学大学院医学研究科博士課程修了 
1983 年 3 月 「炭酸ガス吸入負荷による体血管反応 特に頚動脈体摘出、頚動

脈洞神経及び頚部迷走交感神経幹遮断犬についての研究」により医

学博士の学位授与 
  
職歴 
1983 年 仙台厚生病院 外科  
1983 年 いわき市立総合磐城共立病院 呼吸器科 
1984 年 東北大学抗酸菌病医研究所 外科 研究生 
1985 年 米国カリフォルニア大学サンフランシスコ校心臓血管研究所 研究員 
1988 年 東北大学抗酸菌病医研究所 外科 研究生、医員、助手 
1993 年 東北大学加齢医学研究所 外科 助手 
1999 年 米国コロンビア大学肺微小血管研究所細胞生物研究所 研究員 
2000 年 東北大学加齢医学研究所 外科 助手、講師、助教授 
2001 年 岩手医科大学医学部外科学講座第三 講座内教授 呼吸器外科学担当 
2003 年 岩手医科大学医学部 呼吸器外科 教授 
2008 年 岩手医科大学医学部呼吸器外科学講座 教授  



＜研究活動に関する情報＞ 
専門分野 
 呼吸器外科学 
研究課題 
  １. 基礎研究 
  肺循環生理学、体循環生理学（学位論文） 
  ２. 臨床研究 
  高齢者肺癌に対する手術療法、手術適応限界 
  肺癌、縦隔腫瘍、転移性肺腫瘍、気胸の外科 
  胸腔鏡手術 
  
所属学会 
  日本外科学会（認定医、指導医、専門医） 
  日本臨床外科学会 
  日本外科系連合学会 
  日本胸部外科学会（認定医、指導医、評議員） 
  日本呼吸器外科学会（専門医、評議員） 
  日本肺癌学会（評議員、支部長、理事） 
  日本呼吸器内視鏡学会（評議員、支部長、理事） 
  日本内視鏡外科学会 
  日本呼吸器学会（指導医、専門医、代議員） 
  日本癌治療学会 
  日本移植学会 
  日本臨床生理学会 
  日本リンパ学会（評議員） 
  日本小児外科学会 
  American Thoracic Society 
  European Respiratory Society 
  



ご挨拶 
平成 30年 3月 31日をもって定年退職するにあたってご挨拶を申し上げます。 

略歴に記されている多くの職名については記載の通りですが、これまでの医

師・研究者としての足跡をご覧いただければと思います。 
昭和 54 年 3 月に東北大学医学部を卒業してから、東北大学名誉教授、故仲田

祐先生のご高配により東北大学抗酸菌病研究所外科学部門に所属させていただ

きました。同時に東北大学大学院医学研究科博士課程に入学し、さらに大学院

生枠で仙台厚生病院外科にも雇用してもらいながら研究と臨床を同時に開始い

たしました。大学院の研究主題を考える上では東京女子医科大学名誉教授、新

田澄郎先生がチーフであった第 4 研究室に所属し、肺循環を研究することにな

りました。 
昭和 60 年、米国カリフォルニア州立サンフランシスコ校、Dr. Staub のもとに

留学させていただきました。彼のラボでは肺循環生理学の基礎を教え込まれ、

ついつい 2 年半の留学生活を送ってしましました。 
平成元年、故藤村重文先生が教授就任。平成 12 年、近藤丘先生が教授就任。

この間は肺癌の診療と肺循環生理の研究を継続していました。 
平成 13 年 4 月、川副浩平教授のご高配により、岩手医科大学第 3 外科の講座

内教授に就任いたしました。 
就任前から菰田研二先生と南雲朋樹先生の二人が呼吸器外科専従で仕事をし

ていましたが、平成 14 年 3 月菰田先生が八戸赤十字病院に異動、平成 14 年 5
月に小児外科の水野大先生が第 3 外科に加わり本院で一緒に仕事をする仲間と

して迎えました。平成 14 年 6 月友安信先生が筑波大学の鬼塚正孝先生のご高配

により白峰会湖南病院より着任、平成 16 年 2 月南雲先生が宮古病院に異動、平

成 16 年 4 月出口博之先生が海上自衛隊八戸航空衛生隊医務室より着任と、人の

入れ替わりが多い時期でした。その後、平成 17 年 4 月堀江圭先生が第 3 外科か

ら異動し、ようやく常勤医での 4 人態勢ができました。平成 23 年 4 月 1 日で堀

江先生が開業することになりましたが、3 月 11 日東日本大震災が発災し、開業

が遅れ、暫時、大学の仕事を手伝ってもらいました。平成 23 年度は谷田、出口、

友安の 3 人体制で、手術・教育・研究と全くままならない 1 年間を過ごしてい

ます。平成 24 年 4 月から中部病院の重枝弥先生が月 1～2 回、手術の手伝いに

来てもらえることになり、さらに平成 25 年 4 月から医局員として実働部隊に加

わりました。平成 26 年 4 月から久慈病院で研修をしていた兼古由香先生が入局、

平成 29 年 4 月から宮古病院で研修していた菅野紘暢先生が入局してくれました。 
 
 



この間、手術件数は順調に増えました。平成 14 年の肺癌手術で 46 例、呼吸

器外科全体で 153 例でしたが、平成 29 年では、肺癌手術が 146 例、全体の手術

数が 290 例となっています。岩手医科大学呼吸器外科の主たる手術方法は 
完全鏡視下手術です。いまだに完全鏡視下手術を導入していない病院もあるこ

とから、早期に対応してきたことが手術症例を増やすことに役立ったと考えて

います。また、酷使されながらの症例増加を嫌な顔を見せずにこなしてくれる

医局員の皆さんへは感謝の念でいっぱいです。 
平成 27 年頃から肺癌に対する治療は手術非適応患者に対する化学療法や分子

標的薬治療、免疫チェックポイント阻害薬が出現するに至って一気に様変わり

しました。いまだにⅠ期、Ⅱ期肺癌は手術療法が主体となっていますが、今後

の 10 年でどのように変化するのか予測がつかないほど進化しています。これか

らは医局の外からこの医局の発展を祈りながら見せていただくことにします。 
 
平成 16 年度から初期臨床研修制度が新しい形で開始しました。平成 14 年か

ら臨床研修センターの副センター長として岩手医科大学を初期臨床研修制度に

適合させるためにプログラムを作成し、体制を整えてきました。多い時では 20
名以上の研修医が岩手医科大学で研修をしていただけましたが、少ない時は 2
名しか研修医が集まらず、教授会でも針の筵の状態でした。プログラム責任者

として、指導医講習会を主催したり、タスクフォースとして参加したりと、呼

吸器外科教授としてよりも業務は多かったかもしれません。春は岩手県全体の

新研修医のオリエンテーション、夏は研修医を集めるための東京でのフェアに

参加、秋と冬は指導医講習会と盛りだくさんの業務でした。1 年次研修医の OSCE
は岩手医科大学内で行いますが、2 年次 OSCE（研修医スキルアップセミナー）

は岩手県内で全研修医を集めて行いました。岩手医大の臨床研修医はよい研修

ができないという、大学内の偏見があることがわかりこの改善に取り組み始め

てから徐々に研修医数が安定して集まってきたように思います。今後の研修セ

ンターの取り組みを温かく見守っていただきたいと思います。 
 
平成 14 年 4 月に電子カルテの原型であるオーダリングシステム「EGMAIN」

が稼働開始、平成 16 年 3 月に注射オーダー、手術オーダーが運用開始されまし

た。このシステムの導入には麻酔科学講座前教授、盛直久先生の絶大な努力に

より幾多の難関を乗り越えた経緯があります。盛先生の後を引き継いで電子カ

ルテの導入までを担当しましたが、オーダリングシステムの導入がなくては電

子カルテまでたどり着かなかったと思います。オーダリングシステムの導入後、

多く医師から「手書きにもどせ」、「パソコンが使えないのにこんなものを導入

するなんて無茶だ」、「電子カルテにするなら入力する秘書を雇ってくれ」等々



の苦情を一手に引き受けて大活躍でした。導入まではどうにか行くものの、そ

の後のトラブルを引き受けなければならない役目が廻ってきたことで、臨床研

修センターとの二重苦が始まった思いでした。各科・各部署のヒアリングから

設計に至るまではどうにかこなすことができましたが、平成 23 年 2 月 14 日の

第１次稼働開始でどれほどの苦情やトラブル発生が生じるか戦々恐々としてい

ました。しかし、この日付でお分かりのように 3 月 11 日の発災が状況を一変さ

せました。発災後の病院の停電を回避しなければならないことから、電子カル

テはしばらく使えず、停電から回復して 2~3 日で再稼働するという方針だった

と記憶しています。おかげで、「使い方がわからない」等の相談はありましたが、

大きなトラブルなく 5 月 16 日に第 2 次稼働が終了し電子カルテの導入が済みま

した。EGMAIN/GX のレベルアップでも細々としたトラブルは発生しています

が、大きな問題には至っていません。各部会の関係者、総合情報センターの各

位に感謝しています。平成 30 年 2 月 11 日 LIFEMARK-HX がほとんど問題なく

稼働開始しました。病院移転に向けて大きな山の一つをクリアできたと考えて

おります。電子カルテは導入しただけではただのソフトでしかありません。そ

れをいかに運用するかが魂を込めることだと思います。電子カルテを使い切れ

ばかなりのことは自由自在に扱えるものと思います。AI の導入等も視野に入れ

て今後のさらなる発展に期待しています。 
 
この 17 年間に山岳部とバレー部の部長に就任しておりました。山に登らない

山岳部長、バレーボールを知らないバレー部長で通しました。昔は子供たちと

キャンプに出かけたりしたこともありましたが、基本的には外から見守る（飲

み会だけ参加）部長で終始しました。それでも多くの学生さんと交流ができ、

幸せな 17 年間でした。 近は年も取ったので 2 次会は勘弁してもらうようにな

りましたが、年に数回以上の交流の場では学生の若い「雰囲気」をもらって気

持ちを若返らせていました。 
 
この 17 年間は医局員や秘書の方々、病棟や外来の看護師、受付事務の方々、

薬剤師・放射線技師・検査技師などのメディカルスタッフの皆様、事務の方々

に助けていただきながらようやく大過なく過ごせた期間でした。医師臨床研修

センターでも電子カルテの運用でも色々な問題を一歩一歩乗り越えてきたのは

参加していただいた多くのスタッフの協力があってこそでした。皆様に深甚な

る感謝の意を表して筆をおきます。ありがとうございました。 
 

平成 30 年 3 月 東 5 階教授室にて 
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学会発表〔特別講演・シンポジウム〕 
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北支部会（仙台）1993. 7 
6. 佐川元保, 斎藤泰紀, 近藤 丘, 谷田達男, 小林俊介, 相川広一, 桜田 晃, 陳 炎, 
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6. 若浜修一, 大貫恭正, 山根喜男, 石木幹人, 渡辺新吉, 谷田達男, 新谷哲一, 大久田
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肺癌10例の検討. 第31回日本呼吸器外科学会総会（東京）. 2014.5.29 
465. 重枝 弥、出口博之、友安 信、兼古由香、谷田達男. 多発GGOで肺MALTリンパ

腫と原発性腺癌を合併していた1例. 第31回日本呼吸器外科学会総会（東京） . 
2014.5.29 

466. 友安 信、出口博之、重枝 弥、兼古由香、谷田達男. 間質性肺炎合併肺癌に対す

る当院の周術期管理の工夫. 第31回日本呼吸器外科学会総会（東京）. 2014.5.29 
467. 高橋弘明、田村乾一、勝又宇一郎、村井啓子、谷田達男、田山由加. 県内臨床研修

病院の相互臨床研修評価Peer Reviewの取り組み. 第46回日本医学教育学会大会（和

歌山）. 2014.7.18 
468. 友安 信、出口博之、重枝 弥、兼古由香、谷田達男. 難治性有瘻性膿胸と続発性

気胸に対する気管支充填術(Endobronchial Watanabe Spigot)による治療経験. 第40回
日本呼吸器内視鏡学会東北支部会（秋田）. 2014.8.2 

469. 遠藤千顕、羽隅透、松村輔二、佐藤伸之、出口博之、大泉弘幸、佐川元保、対馬敬

夫、高橋里美、渋谷丈太郎、広瀬正秀、近藤丘. 非小細胞癌のoligometastasisに対す

る外科治療の多施設共同臨床試験. 第55回日本肺癌学会学術集会（京都）. 2014.11.16 
470. 鈴木弘行、佐川元保、大泉弘幸、遠藤千顕、千田雅之、佐久間勉、塩野知志、高橋

里美、羽隅透、中村好宏、佐藤伸之、渋谷丈太郎、出口博之、大浦裕之、松村輔二、

太田伸一郎. GGO主体肺癌に対する楔状切除の多施設共同第2相試験. 第55回日本

肺癌学会学術集会（京都）. 2014.11.16 
471. 出口博之、友安 信、重枝 弥、兼古由香、辻 圭子、谷田達男. 多発肺癌手術症

例の検討. 第55回日本肺癌学会学術集会（京都）. 2014.11.14 
472. 千葉亮祐、森川直人、齋藤平佐、守口知、長島広相、関村研之、中村 豊、山内広

平、重枝 弥、出口博之、友安 信、谷田達男. EGFR遺伝子変異の状態により診断

されたmultiple primary lung cancersの2例. 第55回日本肺癌学会学術集会（京都）. 
2014.11.16 

473. 出口博之、友安 信、重枝 弥、兼古由香、谷田達男. 食道癌術後に手術を行った

右肺癌3例の検討. 第76回日本臨床外科学会総会（郡山）. 2014.11.20 
474. 兼古由香、出口博之、友安 信、重枝 弥、谷田達男. 感染性肺嚢胞の経過観察中

に発見された肺癌の1切除例. 第76回日本臨床外科学会総会（郡山）. 2014.11.20 
475. 千葉亮祐, 森川直人, 齋藤平佐, 守口知, 長島広相, 関村研之, 中村豊, 山内広平, 



重枝弥, 出口博之, 友安信, 谷田達男. 非小細胞肺癌におけるEGFR遺伝子変異部位

による治療効果の予測. 第55回日本呼吸器学会（東京）. 2015.4.16 
476. 齋藤平佐, 山下雅大, 小笠原正人, 谷田達男, 山内広平. 外科的切除標本を用いた肺

腺癌におけるPCMT1発現の特徴. 第55回日本呼吸器学会（東京）. 2015.4.16 
477. 佐藤伸之、羽隅透、遠藤千顕、小柳津毅、出口博之、町田雄一郎、阿部二郎、大泉

弘幸、永田俊行、対馬敬夫、渋谷丈太郎、太田伸一郎、佐渡哲、大貫恭正、近藤丘. 
パネルディスカッション2-1 非小細胞肺癌のoligometastasisに対する外科治療の前

向き多施設共同臨床試験. 第32回日本呼吸器外科学会総会（高松）. 2015.5.15 
478. 出口博之、友安信、重枝弥、兼古由香、辻圭子、谷田達男. 破綻したブラの内部に

ポリグリコール（PGA）シートの細片を充填し肺瘻を閉鎖した気胸の1例. 第26回
内視鏡外科フォーラム東北in会津. 2015.4.25 

479. 出口博之、友安信、重枝弥、兼古由香、辻圭子、谷田達男. 肝膿瘍穿破による右中

葉肺化膿症の1例. 第32回日本呼吸器外科学会総会（高松）. 2015.5.14 
480. 兼古由香、友安信、辻圭子、重枝弥、出口博之、谷田達男. 空洞病変の経過観察中

に肺アスペルギルス症との鑑別を要した肺癌の１切除例. 第32回日本呼吸器外科

学会総会（高松）. 2015.5.14 
481. 重枝弥、友安信、辻圭子、兼古由香、出口博之、谷田達男. 難治性有瘻性膿胸に対

し遊離広背筋皮弁充填術が有用であった１例. 第32回日本呼吸器外科学会総会（高

松）. 2015.5.15 
482. 重枝弥、友安信、辻圭子、兼古由香、出口博之、谷田達男. cN2左上葉肺腺癌に対し、

導入化学療法実施後、根治手術に至った1例. 盛岡呼吸器外科の会（盛岡）. 2015.5.26 
483. 友安信、兼古由香、重枝弥、出口博之、谷田達男. 肺動脈及び気管支の解剖学的分

岐異常を伴う中葉GGN病変に対し胸腔鏡下右肺中葉切除＋S3区域切除を実施した1
例. 盛岡呼吸器外科の会（盛岡）. 2015.5.26 

484. 出口博之、友安信、重枝弥、兼古由香、辻圭子、谷田達男. ワークショップ1-3  高

齢者悪性腫瘍手術―80歳以上の肺癌高齢者手術症例の検討－. 日本外科系連合会

総会（東京）. 2015.6.18 
485. 出口博之、友安信、重枝弥、兼古由香、辻圭子、谷田達男. 肺葉切除を要した感染

性肺疾患の検討. 日本呼吸器内視鏡学会（東京）. 2015.6.11 
486. 出口博之、友安信、重枝弥、兼古由香、辻圭子、谷田達男. 長期にわたる気管支閉

塞のため左肺全摘を選択した左上葉気管支内過誤腫の一例. 日本呼吸器内視鏡学

会（東京）. 2015.6.11 
487. 田村乾一、長倉学、横沢聡、高橋弘明、勝又宇一郎、宗像秀樹、谷田達男. いわて

イーハトーヴ臨床研修病院群で行っている研修医OSCEおよび指導医講習会におけ

るIPEの実務的報告. 日本医学教育学会大会（新潟）. 2015.7.24 
488. 高橋弘明、田村乾一、勝又宇一郎、宗像秀樹、谷田達男. 臨床研修プログラム責任



者および担当事務職員によるアウトカム基盤型医学教育を学ぶワークショップ. 
日本医学教育学会大会（新潟）. 2015.7.25 

489. 佐藤友利、森川直人、千葉亮祐、守口知、長島広相、中村豊、友安信、谷田達男、

無江良晴、菅井有、山内広平. 心タンポナーデで発生した原発不明・扁平上皮癌の

一例. 第54回日本肺癌学会東北支部会（福島）. 2015.8.1 
490. 千葉亮祐、森川直人、斉藤平佐、守口知、長島広相、関村研之、中村豊、山内広平、

重枝弥、出口博之、友安信、谷田達男. EGFR遺伝子陽性非小細胞肺癌における治療

効果の予測. 第56回日本肺癌学会総会（横浜）. 2015.11.26 
491. 出口博之、友安信、重枝弥、兼古由香、辻佳子、谷田達男. 副腎癌の肺転移と鑑別

を要した重複肺癌の1例. 第56回日本肺癌学会総会（横浜）. 2015.11.27 
492. 出口博之、友安信、重枝弥、兼古由香、辻佳子. 肺腫瘤性病変に対するReduced Port 

Surgery. 第28回日本内視鏡外科学会総会. 2015.12.12 
493. 友安信、出口博之、重枝弥、兼古由香、辻圭子、谷田達男. 当科における肺癌に対

する胸腔鏡補助下手術と完全胸腔鏡下手術との比較. 第27回内視鏡外科フォーラ

ム東北in盛岡. 2016.5.21 
494. 出口博之、友安信、重枝弥、兼古由香、辻圭子、谷田達男. 肺葉切除における吸引

凝固嘴管の有用性. 第27回内視鏡外科フォーラム東北in盛岡. 2016.5.21 
495. 出口博之、友安信、重枝弥、兼古由香、辻圭子、谷田達男. 右胸腔から気管支損傷

を修復した左上葉肺癌の１例 . 第39回日本呼吸器内視鏡学術集会（名古屋） . 
2016.6.23 

496. 齋藤平佐、中村豊、出口博之、谷田達男、山内広平. 全身麻酔下で高周波スネアに

より切除した気管支内IｇG4関連炎症性偽腫瘍の１例. 第39回日本呼吸器内視鏡学

術集会（名古屋）. 2016.6.24 
497. 重枝弥、友安信、辻圭子、兼古由香、出口博之、谷田達男. 肺部分切除における組

織補強材一体型自動縫合器の有用性. 東北呼吸器外科手術手技研究会. 2016.7.2 
498. 長島広相、中村豊、水野友貴、千葉真士、阿部和幸、松本あみ、鈴木利央登、及川

侑芳、守口知、中島義雄、千葉亮祐、秋山真親、齋藤平佐、森川直人、佐々木信人、

武田航太、田中良一、出口博之、谷田達男、山内広平. 喘息患者に対する当科の気

管支サーモプラスティ治療経験 . 第42回日本呼吸器内視鏡学会東北支部会 . 
2016.7.23 

499. 高橋弘明、田村幸恵、及川由美子、宗像秀樹、郷右近祐司、谷田達男、田村乾一. 県
内全研修医を対象とした研修医OSCE. 第４８回日本医学教育学会大会（大阪）. 
2016.7.30 

500. 長島広相、中村豊、島田大嗣、千葉真士、守口知、友安信、出口博之、田坂登司博、

山内広平. リファンピシン（RFP）、リファブジン（RBT）内服で発熱をきたしRBT
減感作療法を行い治療が継続できた非結核性抗酸菌症の一例. 第104回日本呼吸器



学会東北地方会（仙台）. 2017.3.4 
501. 出口 博之、友安 信、重枝 弥、兼古 由香、菅野 紘暢、谷田 達男. 葉間形成にお

ける組織補強材一体型自動縫合器の有用性. 第34回日本呼吸器外科学会（福岡）. 
2017.5.19 

502. 出口博之、谷田達男、友安信、重枝弥、兼古由香. 破綻した肺嚢胞内部にポリグリ

コール酸シートを充填し肺瘻を閉鎖した気胸の2例. 第40回呼吸器内視鏡学会学術

集会（長崎）. 2017.6.10 
503. 島田大嗣、中村豊、阿部和幸、千葉真士、重枝弥、守口知、中島義雄、齋藤平佐、

長島広相、友安信、出口博之、谷田達男、山内広平. 気管支サーモプラスティ治療

におけるLung Volumeの経時的変化. 第40回呼吸器内視鏡学会学術集会（長崎）. 
2017.6.10 

504. 菅野紘暢、谷田達男、出口博之、友安信、重枝弥、兼古由香、前門戸任、齋藤平佐、

秋山真親、菅井有、杉本亮. CBDCA+naｂ-PTX療法により外科的切除可能となった

N2扁平上皮癌の１例. 第１回北東北呼吸器疾患講演会（秋田）. 2017.6.24 
505. 坂本和太、高橋宗康、米田真也、石木愛子、大澤純子、坂下修、谷田達男、高橋弘

明、野原勝、田村乾一. 岩手県における新研修医へのシミュレーション型オリエ

ンテーションが1年後に与える影響 . 第49回日本医学教育学会大会（札幌）

2017.8.19. 
506. 高橋弘明、赤坂威一郎、田村乾一、宗像秀樹、谷田達男. 臨床現場における実技

評価表作成ワークショップ～診療現場の研修医能力評価のために～. 第49回日本

医学教育学会大会（札幌）2017.8.19. 
507. 石木愛子、高橋宗康、坂本和太、米田真也、田村幸恵、宗像秀樹、谷田達男、高橋

弘明、田村乾一、野原勝. 新研修医へのシミュレーション型オリエンテーション

が人的交流と社会の礼節の教育に与える効果検証. 第49回日本医学教育学会大会

（札幌）2017.8.19. 
508. 友安信、谷田達男、出口博之、重枝弥、兼古由香、菅野紘暢、上杉憲幸、菅井有. 

右中間気管支幹発生若年性高悪性度肺粘表皮癌の一切除例. 第174回東北外科集

談会（盛岡）2017.9.9. 
509. 菅野紘暢、友安信、出口博之、重枝弥、兼古由香、谷田達男.小細胞肺癌化学放射

線療法後にサルコイド反応を示すリンパ節を伴い発症した肺扁平上皮癌の1例. 
第174回東北外科集談会（盛岡）2017.9.9. 

510. 田林東、金一、鎌田武、小泉純一、坪井潤一、熊谷和也、岩瀬友幸、萩原敬之、大

山翔吾、谷田達男、出口博之、友安信、菅野紘暢. 外シャント使用下に上大静脈

合併切除および再建術を施行した浸潤性胸腺腫の1例. 第174回東北外科集談会

（盛岡）2017.9.9. 
511. 出口博之、谷田達男、友安信、重枝弥、兼古由香、菅野紘暢. 肺癌手術における



吸引付ソフト凝固デバイスの有用性. 第58回日本肺癌学会（横浜）2017.10.15. 
512. 肺癌と胸腺腫を同時に手術した2例.  出口博之、友安信、重枝弥、兼古由香、菅

野紘暢、谷田達男. 第79回日本臨床外科学会総会（東京）2017.11.25. 
513. 出口博之、友安信、重枝弥、菅野紘暢、谷田達男. 肺葉切除の葉間形成における

組織補強材一体型自動縫合器の有用性と医療経済的問題点の検討. 第30回日本内

視鏡外科学会総会（京都）2017.12.8. 
 

 

 



科学研究費補助金・各種研究助成金等交付状況  

1. 平成３年度. 一般研究（C）. 摘出再還流肺障害の発生機序－摘出肺保存と内皮細胞障害. 

代表.  

2. 平成７年度～ 平成８年度. 一般研究（C）. 肺切除後急性肺傷害発生機構における低酸

素曝露の関与および治療に関する研究. 分担.  

3. 平成８年度～ 平成９年度. 一般研究 基盤（Ｂ）２. 肺胞上皮イオントランスポートか

ら見た肺細胞保存と移植に関する研究. 代表.  

4. 平成９年度. 萌芽的研究. 開胸後に肺傷害をもたらす胸腔内炎症の発生機序の解析と制

御に関する研究. 分担.  

5. 平成９年度. 萌芽的研究. 肺血管内皮細胞及び肺胞上皮細胞移植による慢性肺気腫の治

療法に関する基礎研究. 代表.  

6. 平成１０年度～平成１２年度. 基盤研究（Ｂ）２. 摘出保存肺の内皮細胞傷害における接

着分子・細胞骨格・シグナル伝達経路に関する研究. 代表.  

7. 平成１０年度～平成１２年度. 高度先進医療開発経費. 慢性肺気腫外科治療システム. 

分担.  

8. 平成１３年度～平成１５年度. 基盤研究（Ｂ）２. 肺移植後の再潅流障害と細胞内シグナ

ル伝達経路の関与. 代表.  

9. 平成１５年度～平成１７年度. 厚生省労働科学医療評価総合研究事業. 医療効果・経済効

果を目的とした遠隔病理診断の実用化とこれに関する次世代機器の調査・開発. 分担.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



その他 

医師臨床研修制度関連 

 
 

 

第１回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2004/9/3 2004/9/5 北上ワシントンホテル
第２回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2005/2/25 2005/2/27 ホテルサンルート一関
第３回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2005/6/24 2005/6/26 ホテル安比グランド
第４回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2005/9/2 2005/9/4 久慈グランドホテル
第５回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2006/6/16 2006/6/18 ホテル安比グランド
第６回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2006/10/6 2006/6/8 ホテル安比グランド
第７回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2007/10/19 2007/10/21 ホテル安比グランド
第８回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2008/11/1 2008/11/2 ホテル安比グランド
第９回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2009/11/14 2009/11/15 岩手県立中部病院
第１０回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2010/11/5 2010/11/6 ホテル安比グランド
第１１回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2011/11/11 2011/11/12 ホテル安比グランド
第１２回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2012/11/2 2012/11/3 ホテル安比グランド
第１３回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2013/11/8 2013/11/9 ホテル安比グランド
第１４回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2014/11/7 2014/11/8 ホテル安比グランド
第１５回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2015/11/14 2015/11/15 ホテル安比グランド
第１６回 岩手県医師臨床研修指導医講習会 2016/11/11 2016/11/12 ホテル安比グランド

第１回 岩手医科大学医師臨床研修指導医講習会 2006/6/14 2006/6/15 ホテル安比グランド
第２回 岩手医科大学医師臨床研修指導医講習会 2006/10/14 2006/10/15 ホテル安比グランド
第３回 岩手医科大学医師臨床研修指導医講習会 2007/9/7 2007/9/8 ホテル安比グランド
第４回 岩手医科大学医師臨床研修指導医講習会 2009/2/28 2009/3/1 ホテル安比グランド
第５回 岩手医科大学医師臨床研修指導医講習会 2009/12/4 2009/12/5 ホテル安比グランド
第６回 岩手医科大学医師臨床研修指導医講習会 2012/1/14 2012/1/5 ホテル安比グランド
第７回 岩手医科大学医師臨床研修指導医講習会 2013/9/13 2013/9/14 ホテル安比グランド
第８回 岩手医科大学医師臨床研修指導医講習会 2014/10/10 2014/10/11 ホテル安比グランド
第９回 岩手医科大学医師臨床研修指導医講習会 2016/1/15 2016/1/16 ホテル安比グランド
第１０回 岩手医科大学医師臨床研修指導医講習会 2017/1/13 2017/1/14 ホテル安比グランド

平成１７年度 国立病院機構北海道東北ブロック臨床研修指導者講習会 2006/3/16 2016/3/17 国立病院機構仙台医療センター大会議室

平成24年度 岩手県医師臨床研修指導医スキルアップセミナー 2012/10/13 岩手県立中央病院　大ホール
平成29年度 岩手県医師臨床研修指導医FD 2017/10/28 岩手県立中部病院　会議室

平成１７年度 医師臨床指導医講習会世話人養成講習会 2006/2/4～2/5 東北厚生局会議室

平成１７年度 岩手県タスクフォース養成講習会 2006/1/14～1/15 岩手医科大学附属病院卒後臨床研修センター
平成２３年 岩手県タスクフォース養成講習会 2011/10/28～10/29 岩手県立中央病院

平成１７年度 新医師臨床研修制度プログラム責任者養成講習会 2005/11/25～11/26 スペースアルファ神戸

平成25年度 医師臨床研修スキルアップセミナー 2013/11/16 岩手医科大学矢巾キャンパス災害時地域医療支援センター


